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履修に
当たっての
注意・助言

授業中の私語はひとの迷惑になるので厳禁、注意しても聞かない場合は退室して頂きます。疑問・質問があれ
ば、出席カ－ドを積極的に活用してください

講義計画

１．社会福祉に求められる介護　　　　　社会福祉士が介護を学ぶ意義　　介護における社会福祉士の役割
　
２．介護を取り巻く背景　　　　　　　　社会・家族構造の変化

３．介護を必要とする対象の理解　　　　障がい者、高齢者・家族の特性、健康状態の把握

４．介護に関わる関係職種　　　　　　　保健・医療・福祉職と連携

５．介護に関連する法　　　　　　　　　介護保険制度の理解

６．介護技術総論　１　　　　　　　　　ＱＯＬ　　　身辺介護の技法（健康観察）

７．介護技術総論　２　　　　　　　　　コミュニケ－ション技法、レクリエ－ション技法

８．介護技術総論　３　　　　　　　　　自立の考えかた、住環境整備の重要性と手法

９．介護技術各論　１　　　　　　　　　日常生活の介護技術　（食事・排泄・清潔・衣服）

１０．介護技術各論　２　　　　　　　　日常生活の介護技術　（安全と危機管理）

１１．介護技術各論　３　　　　　　　　移動困難な人の介護技術（実習）

１２．介護技術各論　４　　　　　　　　認知症高齢者の介護

１３．介護技術各論　５　　　　　　　　在宅介護・タ－ミナルケア

１４．介護技術方法論　　　　　　　　　福祉用具の活用

１５．まとめ　　　　　　　　　　　　　総括とテスト

テキスト
社会福祉士養成講座　１４　介護概論 / 社会福祉士養成講座　社会福祉養成講座編集委員会編集 / 中央
法規

参考書
①社会福祉士養成テキストブック １２ 介護概論 第２版/澤田信子・西村洋子編著/ミネルブｱ書房
②新版・社会福祉学双書　2007 １３ 介護概論/新版・社会福祉学習双書編集委員会／編/全国社会福祉協
議会

目的と概要

高齢社会の進展は介護の社会化の必要性を一層押し進めています。誰もが安心して豊かな老後を迎えるため
には、介護の認識を高める必要があります。介護サ－ビスをコ－デイネイトする専門職として、社会福祉士は介
護についての深い知識と基礎的技術の習得が必要です。また、保健・医療・福祉の専門職だけでなく、個人・
家族との連携も必要であり、これら介護の全般について学んでいただきます。

成績評価法 出席状況・態度、レポ－ト、学期末試験の成績等総合的に評価します
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